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論 文 内 容 の 要 旨

申請者の論文は,-ドロソー原子核の包合反応に関するもので,核子及び原子核の内部構造を反映して

いると考えられるこの反応を比較的低いエネルギー領域で測定し,高いエネルギー領域で見出されたこの

反応の特徴との類似性及び差異を明らかにしたものである｡

申請者の実験は高エネルギー物理学研究所の陽子シンクロトロンから得 られる 4.3GeV/Cの が 及び

陽子ビームを,Be,Al,Cu及びW標的に入射して行われ,実験室系300の方向に放射される が 中間子

の運動量分布を電磁石を使用したスペクトロメーターで測定したものである.この際 7E'中間子と他の粒

子との区別は飛行時間差法によって行われている｡申請者は又陽子シンクロトロンより加速された8GeV/

C の陽子をシンクロトロンより引き出して,Be,Al及びW標的に入射し, 実験室系23.70におかれたス

ペクトロメーターで反応によって生ずる 7｢ 中間子の運動量分布も併せ測定している｡申請者はこの測定

結果から,が 及び が 中間子の発生率を横方向の運動量 (TransverseMomentum)Ptの関数として求

めている｡

申請者は,先づ 7㌔ 及び 7;~中間子の発生率の原子核の質量Aへの依存性をAのn乗に比例するとした

ときのnの値を上記 Ptの関数として求め, この結果,4.3GeV/Cが 中間子及び陽子入射による 77'中

間子発生については Pt-0.6GeV/C近傍に谷をもつゆるやかな Pt依存性をもつが,8GeV/C陽子入射

による 7;-中間子発生ではnの値は殆んどPtに依存せず,役0.7の一定値をもつことを見出し,このこ

とは運動学的考慮から,従来高いエネルギー領域で見出された,nの値は FeynmanのⅩと共に減少し,

又,Ptと共に増大するという親則性と矛盾しないことを指摘している｡

申請者は更に 4.3GeV/Cが 中間子及び陽子による 7F'中間子の発生率の比は,高いエネルギーでの現

象を可成 りよく説明している,原子核がクオークと呼ばれる構成要素から出来ているとする Field-Feyn-

manの模型の理論値と,Pt-0.6GeV/C以上でより一致を示す一方, 発生した が 中間子の Pt分布は

この模型の理論値との一致はよくなく,原子核内の核子を構成要素とするSchmidt-Blankenbecklerの模
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型の理論値と定量的によく一致するとの結論を得ている.

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

高エネルギー-ドロン散乱に於て大きな横方向の運動量,Ptをもった- ドロンが放出される現象は,

近距離での-ドロン相互作用によるものと考えられ,- ドロンの内部構造について有用な知識が得られる

ため,近年加速器のエネルギーの増加と共に活発な実験及び理論的研究が行われている｡米国フェルミ研

究所では 300GeV の陽子によって又欧州セルン研究所では 1000GeV 領域での研究が行われ,正及び負

の7t及びK中間子等の発生率の実験結果から,大きな Ptをもつ-ドロンの発生率は Ptの小さな領域か

ら外挿した発生率に比して大きいことが見出され,又- ドロンの発生率の標的原子核の質量数Aへの依存

性をAのn乗に比例するとした時,nの平均値は0.7であり,Ptの増大及び Feynman のⅩと呼ばれる

量の減少と共にnは増大し,或領域ではnが1より大きくなることが明らかにされている｡この様な-ド

ロン散乱における- ドロンの発生率の振舞いは,高エネルギー領域では-ドロンや原子核が内部構造をも

っており,クォークと呼ばれる構成要素から出来ているとする模型によって相当部分理解されている現状

である｡

申請者は 4.3GeV/Cの が 中間子及び陽子の原子核による散乱 の際放出 される が 中間子,及び 8

GeV/Cの陽子の原子核による散乱の際放出される 7t-中間子の満動量分布を重心系約900に於て測定し,

未だ測定が十分行われていなかった低いエネルギー領域での- ドロン発生の特徴を明らかにしている｡即

ち,申請者は,このエネルギー領域に於ても,77'及び が 中間子の発生率の原子核の質量への依存性を

表わすnの平均値は0.7で,高エネルギー領域での値と一致し,又このn値の Ptへの依存性も注意深い

運動形的考察から,高エネルギー領域で見出された Pt及びⅩへの依存性と矛盾しないことを見出してい

る.更に申請者は,入射粒子が が 中間子及び陽子である場合の 7Ej=中間子の発生率の比は,原子核の構

成要素を粒子よりクオークとする模型の理論値がより好い一致を示す一方,発生した が 中間子の Pt分

布は原子核の構成要素を核子とする模型の方がよい一致を示すと言う興味のある結論を得ているが,これ

は-ドロン散乱の機構及びそのエネルギー依存性の解明に有意義な知見として評価できる｡

.参考論文は素粒子反応の実験的研究及び測定装置に関するもので申請者が高エネルギー物理学における

優れた知識と研究能力をもっていることを示している｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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